
　

  

8:30  開場・受付

9:30

挨　拶：
紹　介：

報　告： シンポジウム運営委員長

【特別講演】 （６０分） （６０分）

【パネルディスカッション１】 （６０分） （８０分） （８０分） （８０分） （８０分） （８０分） （８０分）

座長： 正代　莊一 （北九州市消防局） 講師： 野口　 宏（愛知県医師会） 座長： 髙橋　 浩 （久留米広域消防本部） 座長： 池松　英治 （熊本市消防局） 座長： 竹内　栄一 （東京消防庁） 座長： 山崎　裕介 （救急救命九州研修所） 座長： 古市　修二 （救急救命東京研修所）
アドバイザー： 横田　順一朗 （市立堺病院） 田中　 剛 (厚生労働省) 助言者： 山下　典雄 （久留米大学病院） 助言者： 奥本　克己 （熊本赤十字病院） アドバイザー： 大木　 實 （福岡県医師会） 助言者： 高松　学文 （救急救命九州研修所） 助言者： 徳永　尊彦 （救急救命東京研修所）
パネリスト： 名取　正暁 （横浜市消防局） 司会： 尾形　昌克 （広島市消防局） 発表者： （６題） 発表者： （６題） 齋藤　秀生 （消防庁） 発表者： （６題） 発表者： （６題）

巽　俊二朗 （神戸市消防局） 田立　 理 （越谷市消防本部） 高木　謙一 （さいたま市消防局） シンポジスト： 今川　秀樹 (札幌市消防局) 石田　重明 （岳北消防本部） 小平　末春 （大隅肝属地区消防組合）
樋本　克徳 （堺市消防局） 中村　美由紀 （福岡市消防局） 家中　 誠 （さいたま市消防局） 安藤　省太郎 （北九州市消防局） 富久　智徳 （福岡市消防局）

白水　俊輔 （姫路市消防局） 三浦　敏也 （大阪市消防局） 山口　了吾 （京都市消防局） 倉嶋　大樹 （東京消防庁）
竹本　聖一 （西宮市消防局） 木村　信幸 （北九州市消防局） 岸　 誠司 （倉敷市消防局） 風間　幸道 （藤沢市消防局）

 中島　千尋 （つくば市消防本部） 安田　和正 （京都市消防局） 長谷川　学 （厚生労働省） 渡辺　 康 （飯塚地区消防本部） 富田　篤司 （深谷市消防本部）
軍司　剛志 （水戸市消防本部） 岸　 弘幸 （渋川広域消防本部） 森　 俊介 （神戸市消防局） 清水　龍弥 （船橋市消防局）

（９０分）

（９０分） （９０分） （９０分） （９０分） （９０分） （９０分）

講師： 南　浩一郎 （救急救命東京研修所） 座長： 定岡　由典 （消防庁） 座長： 安森　亮二 （別府市消防本部） 座長： 前田　友春 （福岡市消防局） 講師： 有賀　  徹 （昭和大学病院） 座長： 長野　文彦 （飯塚地区消防本部） 座長： 井上　弘一 （八女消防本部）
尾方　純一 （救急救命東京研修所） アドバイザー： 伊藤  重彦 （北九州市立八幡病院） 助言者： 鳴海　篤志 助言者： 梅村　武寛 （福岡大学病院） 司会： 中村　充男 （堺市消防局） 助言者： 鮎川　勝彦 （飯塚病院） 助言者： 西中　徳治 （健和会大手町病院）
郡山　一明 （救急救命九州研修所） シンポジスト： 印藤　昌智 (札幌市消防局) （国立病院機構 別府医療センター） 発表者： （７題） 発表者： （７題） 発表者： （７題）

指導者： 松澤　  勉 （救急救命東京研修所） 佐藤　  潤 （沼津市消防本部） 発表者： （７題） 西　大樹 森　 俊介 （岡山市消防局） 丸山　  剛 （十日町地域消防本部）
小笠原　英昭 （救急救命東京研修所） 広瀬　保夫 （新潟市民病院） 佐藤　  亮 （川崎市消防局）
白石　能章 （救急救命東京研修所） 齊藤　義昭 (横須賀市消防局) （京都中部広域消防組合消防本部） 北川　芳伸 （大津市消防局） 景山　拓二 （北九州市消防局）
石川　幸史 （救急救命東京研修所） 川上　喜太郎 （神戸市消防局） 加藤　  昇 （堺市消防局） 佐藤　哲史 （尾三消防本部） 真野　哲也 （沼津市消防本部） 加藤　太市 （京都市消防局）

司会： 山崎　庄司 （相模原市消防局） 原田　正公 喜熨斗　千織 （川崎市消防局） 田中　勝也 （豊中市消防本部） 山崎　真悟 （横須賀市消防局） 大築　博司 （大田市消防本部）
（国立病院機構 熊本医療センター） 森　 和徳 （真庭市消防本部） 稲垣　祐也 （川崎市消防局） 塩﨑　仁志 （西条市消防本部） 小野　克起 （浜田市消防本部）

長田　文敏 （北九州市消防局） 矢俣　伸也 （福岡市消防局） 菅谷　由紀夫 （川崎市消防局） 山澤　  功 （三郷市消防本部）
米山　博佳 （出雲市消防本部） 西村　基史 （中和広域消防組合） 山尾　伸平 （大阪市消防局）

15:30 吉武　正剛 （久留米広域消防本部）

（９０分）

（８０分） （８０分） （８０分） （８０分） （８０分） （８０分）

講師： 畑中　哲生 （救急救命九州研修所）
山浦　資智 （救急救命九州研修所）
大田　大樹 （救急救命九州研修所） 座長： 日野原　友佳子 （消防庁） 座長： 菊地　  勲 （静岡市消防局） 座長： 越口　匡浩 （松本広域消防局） 講師： 市川　光太郎 （北九州市立八幡病院） 座長： 灘辺　正信 （宗像地区消防本部） 座長： 安留　秀起 （和歌山市消防局）

指導者： 伊勢　  直 （救急救命九州研修所） 講師： 清野　洋一 (秋田市消防本部) 助言者： 登坂　直規 （静岡県立総合病院） 助言者： 司会： 日野　俊昭 （北九州市消防局） 助言者： 長嶺　貴一 （北九州総合病院） 助言者：
吉野　公明 （救急救命九州研修所） 押鴨　友章 （松戸市消防局） 発表者： （６題） （信州大学医学部附属病院） 発表者： （６題）
河本　雄一郎 （救急救命九州研修所） 赤澤　精二 （大和市消防本部） 常石 昭裕 （高幡消防組合） 発表者： （６題） 平川　勝浩 （岡山市消防局） 発表者： （６題）
重松　伸治 （救急救命九州研修所） 中井　正平 （豊中市消防本部） 林　 圭一 （京都市消防局） 井筒　智昭 （北九州市消防局） 佐々木　友三郎 （川崎市消防局） 谷本　直隆 （尼崎市消防局） 
内田　宗暁 （救急救命九州研修所） 中越　仁志 （西宮市消防局） 島田　智弘 （さいたま市消防局） 又吉　  充 （うるま市消防本部） 平山　景子 （座間市消防本部） 庄子　文康 （仙台市消防局） 
稲垣　修二 （救急救命九州研修所） 木下　仁史 （宮崎市消防局） 杉山　  隼 （神戸市消防局） 宮崎　伊佐夫 （亀山市消防本部） 大澤　慎司 （松江市消防本部） 谷澤　俊亮 （堺市消防局）

司会： 梅田　智之 （救急救命九州研修所） 鈴木　辰好 （座間市消防本部） 小寺　大介 （高槻市消防本部） 長沼　孝典 （新潟市消防局） 松村　和人 （佐賀広域消防局）
　 大槻　達也 （京都市消防局） 上甲　  誠 （堺市消防局） 坂口　昌彦 （北九州市消防局）

土江　浩徳 （岡山市消防局） 

岡元　和文
（和歌山県立医科大学附属病院）
加藤　正哉

片山　貴行 渡辺　新一（白山野々市広域消防本部）

15:10

15:40
休憩（１０分）

【一般発表９】

13:40

13:20 ポ
ス
タ
ー

展
示

【スキルトレーニング１】

【ミニレクチャー１】

A展示場：収容人員　最大２，３００人

石井　祐二 （千葉市ほか10市１町８一部
事務組合消防指令事務協議会）

休憩（２０分）
【シンポジウム２】

第２１会議室：収容人員１５０人
【一般発表１】

北九州国際会議場
第５会場

メインホール：収容人員５８５人
第１会場 第３会場 第４会場

【シンポジウム１】

休憩（２０分）

11:30

14:00

休憩（５０分）
12:20

第２会場
国際会議室：収容人員２００人

17:00

講師： 坂本　照夫 （久留米大学病院）

司会： 古井　秀之 （北九州市消防局）
講師： 伊藤　雪絵 （消防庁）

司会： 鳥越　昭宏 （岡山市消防局）

第２２回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム　　　

基本理念 　わが国における救急業務は法制化から５０年を迎えますが、その間に救急隊員の処置範囲の拡大、救急
救命士制度の導入、メディカルコントロール体制の構築及び傷病者の搬送・受入に関する実施基準の策定
など、様々な高度化を遂げています。
 　近年、救急需要は大幅に増加し、平成２４年には救急出動件数、救急搬送人員ともに過去最多を記録し
ています。また、今後も高齢化などの要因により救急需要は益々増加することが予測されています。
　　一方、救命率の向上や後遺症の軽減など、病院前救護に対する期待は大きく、我々が果たす役割は
益々重要となっています。
　 そのため、少年期からの応急手当の教育、重症傷病者への救急救命処置の拡大、社会全体で共有する
緊急度判定（トリアージ）の検証、救急現場への医師の投入など、様々な角度から新たな病院前救護の取り
組みが始まりました。
　このように病院前救護体制は、社会全体で変化を遂げようとしており、まさに飛躍のステージを迎えたと言
えます。
　 我々病院前救護の担い手は、このような環境の変化に即応し、救命の最前線である救急現場で尊い命
を救う者として、今一度一人ひとりが果たすべき責任と役割を見つめ直し、次へのステップに新たな決意を
持って挑みます。
　そして、この大いなる決意を、市制５０周年を迎え、また、全国で初めてである二度目のシンポジウム開催
都市「北九州市」から、全国の病院前救護に携わる皆様へ発信していきます。

【開会式】

西日本総合展示場　新館　第１会場（A展示場）：収容人員　最大２，３００人

10:15

休憩（１５分）
10:30

イベントホール

  第22回全国救急隊員シンポジウム

メインテーマ

  　～ 新 た な 風 を 北 九 州 か ら ～

北九州国際会議場（メインホール）：第５会場：収容人員５８５人

北九州市長・一般財団法人救急振興財団

【一般発表１０】 【一般発表１２】【一般発表１１】

休憩（２０分）

【一般発表６】【一般発表５】 【教育講演２】 【一般発表７】 【一般発表８】

【一般発表３】

【スキルトレーニング２】

【教育講演３】

木村　拓生 （沼津市消防本部）

柿崎　雅人

（茨城西南広域市町村圏事務組合消防本部）

（酒田地区広域行政組合消防本部）

廣瀬　俊之 （２題発表）
（茅ヶ崎市消防本部）

【一般発表４】【教育講演１】 【一般発表２】

　平成26年1月30日（木）・31日（金）
　【西日本総合展示場　新館／北九州国際会議場】

「  この道”救急救命”より、我を生かす道なし。　」

３１１～３１３会議室：収容人員２２０人 ３１４・３１５会議室：収容人員１９０人 Ｇ展示場：収容人員１７０人
第７会場第６会場

西日本総合展示場　新館

【市民公開講座】

消防庁・厚生労働省・福岡県・公益社団法人日本医師会・一般社団法人日本救急医学会
一般社団法人日本臨床救急医学会・全国消防長会・財団法人全国市町村振興協会

公益社団法人福岡県医師会・社団法人北九州市医師会

「 救急活動に関する取り組み ２ 」

（１日目）

病院前救護に関する教育体制
～救急救命士以外の救急隊員及び

通信指令員に対する教育について～

全国のＷＳの取り組み

小児救急の特徴

救急救命士心肺停止前トレーニング

～ＰＯＴ～
社会全体で共有する緊急度判定事業

～検証結果報告と今後の展開～

救急救命士処置拡大、その後の評価
～救命士制度の更なる進展に向けて～

救急業務管理講座

ＢＬＳ

（High‐Performance CPR ）

「新たな病院前救護体制とこれからの救急救命士に求められるもの」 救急車の上手な使い方
～いざというときのために知っておきたい知識～

「 通信指令 」 「 処置拡大 」 「 多数傷病者対応・資器材 」

「 教育・訓練 ２ 」

～ＷＳ～
「 需要対策 」

「 活動検証 １ 」

～特定行為・連携活動～
「 応急手当普及啓発 １ 」

～地域との取り組み～

「 教育・訓練 １ 」

～スキルアップ～
「 調査・研究 」「 救急活動に関する取り組み １ 」「 医療・行政との連携 」 救急需要対策

～頻回に利用される方への対応について～



　

  

（９０分） （９０分） （９０分） （９０分） （９０分） （９０分） （９０分）

座長： 竹中　ゆかり （救急救命九州研修所） 座長： 緒方　  毅 （東京消防庁） 座長： 片倉　哲也　 講師： 荒牧　  聡 （産業医科大学病院） 講師： 丸山　富夫 座長： 北川　伸二 座長： 村上　  宏 （新潟市消防局）
アドバイザー： 山口　芳裕 （杏林大学） アドバイザー： （石巻地区広域行政事務組合消防本部） 指導者： 石田　麗子 （産業医科大学病院） （神戸市消防局法令研究部顧問） 助言者： 木下　秀則 （新潟県立新発田病院）

定岡　由典 （消防庁） 辻　 友篤 (厚生労働省) 助言者： 小林　道生 （石巻赤十字病院） 持田　香代子 （産業医科大学病院） 司会： 栗岡　由樹 （神戸市消防局） 助言者： 阪本　雄一郎 （佐賀大学） 発表者： （７題）
シンポジスト： 山口　  誠 （千葉市消防局） パネリスト： 江﨑　正和 （第七管区海上保安本部）発表者： （７題） 浦園　綾子 （産業医科大学病院） 発表者： （７題） 笈木　梨央 （北九州市消防局）

永松　英明 （福岡市消防局） 高橋　和也 （自衛隊岐阜病院） 岬　 大嗣 （岸和田市消防本部） 赤司　香織 （産業医科大学病院） 加藤　久也 （西宮市消防局） 仲山　智士 （浜松市消防局）
石原　  剛 （東京消防庁） 笛木　徳之 （陸上自衛隊　衛生学校） 茅　 英樹 （愛川町消防本部） 川畑　あゆみ （産業医科大学病院） 村山　  隆 （広島市消防局） 宇津木　義明 （川崎市消防局）
結城　由夫 （仙台市消防局） 加古　嘉信 （近畿管区警察局） 大野　裕一 （三郷市消防本部） 内村　稲美 （産業医科大学病院） 北村　智弥 （彦根市消防本部） 上原　賢馬 （大和郡山市消防本部）
浜野　武志 （金沢市消防局） 八櫛　徳二郎 （東京消防庁） 司会： 牟禮　里義 （松山市消防局） 今岡　裕一 （松江市消防本部） 佐藤　貴俊 （仙台市消防局）
佐々木　祐司 （尾三消防本部） 田島　典夫 （小牧市消防本部） 南川　富弘 （泉州南広域消防本部） 木村　和巳 （東京消防庁）

本多　英喜 （横須賀市立うわまち病院） 岡崎　哲也 （西宮市消防局） 坂場　武明 （東京消防庁） 糸長　直樹 （神戸市消防局）
高橋　博之 （小牧市消防本部） 大鹿　謙一 （水戸市消防本部） 

10:40
（９０分） （９０分） （９０分）

（９０分） （９０分） （９０分） （９０分）

座長： 石原　房江 （市川市消防局） 座長： 徳重　貴洋 （遠賀郡消防本部） 座長： 佐次田　悠平 （宜野湾市消防本部）
座長： 日野原　友佳子 （消防庁） 座長： 清川　智弘 （京都市消防局） 講師： 小井土　雄一 （災害医療センター） 講師： 神薗　淳司 （北九州市立八幡病院） アドバイザー： 伊藤　雪絵 （消防庁） 助言者： 真弓　俊彦 （産業医科大学病院） 助言者： 豊里　尚己 （沖縄県立中部病院）
アドバイザー： 行岡　哲男 （東京医科大学） アドバイザー： 石見　  拓 （京都大学） 司会： 平中　  隆 （横浜市消防局） 松島　卓哉 （北九州市立八幡病院） パネリスト： 髙橋　寛子 （仙台市消防局） 発表者： （７題） 発表者： （７題）
ディスカッサント： 坂本　哲也 （帝京大学） 佐藤　浩樹 （文部科学省） 田口　健蔵 （北九州市立八幡病院） 小池　久理子 （東京消防庁） 白神　将治 （岡山市消防局） 益田　克巳 （三郷市消防本部）

シンポジスト： 小川　雅司 （仙台市消防局） 後藤　  保 （北九州市立八幡病院） 大神田多恵子 （相模原市消防局） 田中　博之 （遠賀郡消防本部）
郡山　一明 （救急救命九州研修所） 新倉　哲夫 （愛川町消防本部） 竹井　寛和 （北九州市立八幡病院） 平野　由衣 （浜松市消防局） 諸岡　昭宏 （東京消防庁）
菩提寺　浩 (札幌市消防局) 高田　隆平 （宝塚市消防本部） 増井　美苗 （北九州市立八幡病院） 登　みゆき (岐阜市消防本部) 崎山　貴史 （草加市消防本部） 瀬沼　耕一 （埼玉西部消防局）
矢島　  務 （東京消防庁） 出川　  徹 （出雲市消防本部） 司会： 福島　浩明 （北九州市消防局） 青井　純子（岡山市消防局） 安藤　哲也 （福岡市消防局） 山田　  学 （草加市消防本部）

林田　純人 （大阪市消防局） 鈴木　和徳 （土浦市消防本部） 木原　健雄 （下関市消防局）
芹川　英士 （北九州市消防局） 梶原　雄治 （大阪市消防局） 内野　  保 （埼玉西部消防局）
 (梅本　浩毅 九州国際大学付属中学校） 久米　勲生 （泉州南広域消防本部）
平沼　  智 （さいたま市教育委員会）

総括： 運営委員長 （１５分）

《挨拶》 開　 催　 地：北九州市消防局
次期開催地：相模原市消防局

休憩（２０分）

佐々木　勝 （東京都立広尾病院）

Ｇ展示場：収容人員１７０人

ポ
ス
タ
ー

展
示

【一般発表１７】【パネルディスカッション３】

【ミニレクチャー2】

（杵藤地区広域市町村圏組合消防本部）

開　　　　場

8:30

【シンポジウム３】 【ライブセッション】　【パネルディスカッション２】　　　 【一般発表１３】

椎名　猛美
（稲敷地方広域市町村圏事務組合消防本部）

３１１～３１３会議室：収容人員２２０人

9:00

３１４・３１５会議室：収容人員１９０人
第６会場第１会場 第２会場

　

　

10:30

【シンポジウム４】【総合討論】

休憩（１０分）
【一般発表１６】

【スキルトレーニング３】【教育講演４】　　　　　　　

12:35

12:10

12:20

閉会式

梶野　健太郎 (厚生労働省)

10:50

【一般発表１４】 【一般発表１５】

西日本総合展示場　新館
第３会場

北九州国際会議場

イベントホール
第５会場 第７会場

メインホール：収容人員５８５人 国際会議室：収容人員２００人A展示場：収容人員　最大２，３００人 第２１会議室：収容人員１５０人
第４会場

（２日目）

今後の救急救命士の

教育のあり方
～教育体制の課題と

指導的立場の救命士の役割～

救急活動上の法律問題
～紛争防止を考える～

女性救急隊員の

更なる活躍に向けて

周産期医療
～墜落分娩等の事例研究～

～分娩介助実技訓練～

地域における

応急手当普及啓発について
救急業務高度化へ向けての

小児の初期評価法

心肺蘇生法・外傷処置法
大規模災害等多数傷病者

発生時の対応について

「 応急手当普及啓発 ２ 」

～学校教育等～

「 活動検証 ２ 」

～ＩＣＴ・内因性等～
「 症 例 」

「 活動検証 ３ 」

～外傷～

「 教育・訓練 ３ 」

～救急業務～

消防機関以外の公的機関で

活躍する救急救命士の現状


	７会場

